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昭和初期から終戦までに水路部が作製した 

機密海図について 

－その作製背景と内容及び整理状況と利用の可能性－ 
今井健三（（財）日本水路協会） 

 

上田：それでは今井さんの報告に移りたいと思います。機密海図とタイトルのほうに出て

いますけれども、どう呼ぶのがいいのかということ自体がある種研究のテーマになるかと

思います。それでは、早速よろしくお願いしたいと思います。 

 

今井：こんにちは。今井と申します。私は現在、日本水路協会というところに所属はして

おりますが、海上保安庁の水路部という機関に長年勤務しておりまして、ほとんど海図の

作製に携わっておりました。従いまして、今日、お話しさせていただく内容も、どちらか

というと、小林先生のような学問的なお話というよりも、いわゆる海図における外邦図と

いうものが、どのような作られ方をして、その内容がどうであったか。それらが現在どの

ような形で見られるのか、そしてそれらの利用の可能性ですか、そういったことについて

少しお話をさせていただきたいと思います。 

１．外邦図と海図の関係 

小林先生のご著書の中に「外邦図は1945年8月まで、日本がアジア太平洋地域で作製して

きた地図を外邦図と呼んでいる。外邦図は、狭義には軍用の地図であるが（略）」とあ

り、これに加えて、そのときの植民地における政府が作った台湾ですとか、朝鮮半島の地

図もそれに含まれると述べておられます。 

それでは海図のほうはどうなっているか。海図というのは、自分の国の商船及び漁船が

利用する範囲で、国内外にかかわらず、その国に作製能力があれば可能な範囲で外国の海

図を再編集するなどして作製・刊行をしております。だからと言って、海図は航海の安全

に非常に大きく関わりますので、たくさん出せば良いというわけではありません。刊行し

た以上は常にアップ・ツー・デート（up to date）、最新維持が義務づけられ、その作業が

非常に大きな負担になります。 

こうした海図の刊行政策に関して大きな存在感を見せるのが英国と米国です。英国と米

国は18世紀、19世紀以降、海洋活動に国を挙げて取り組んできた国ですが、その当時の勢

いが現在も続いているのです。英国は現在も3,000版を超える世界中の海図を刊行しており

ます。米国も同様です。英国は経済的にはそれほど豊かではないと思いますが、こういう

海図の動きから見ますと、こと海事政策に関してその意気込みは全く衰えておりません。

海事政策は世界の最先端を行っており、常に10年先、20年先に海図を航海にどのように利

用していくかを考えたうえで、海図を製作している。最近では、いわゆる紙の海図からデ

ジタルの電子海図に変わりつつあるのですが、早くからその基準作りに取り組んでいま

す。それから航海の安全、船の設備関係などの基準を担当する国際機関である国際海事機

関IMO（International Maritime Organization）とも緊密に連携をとって先取りをしている。近

年では革新分野である新たな船舶運航システム（e-navigation）を今後どのようにやってい

くかということにも、非常に壮大な計画の基にどんどん進めております。 

例えば最近（2014年3月）マレーシアの航空機が遭難し、西オーストラリアの沖合千数百

キロに墜落したといわれておりますが、その際も英国海軍の測量艦が早速出向き、今もそ

の海底で機体の探査をやっております。そういうことで、海の情報を把握しようとする意
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気込みは少しも変わっておりません。 

さて、先ほど述べたとおり、海図というのはその国に刊行能力があれば、世界中の地図

を作ることができます。従って、力のある国はどんどん海図を作っているのですが、ごく

最近までは外国の海図を複製しても問題ありませんでした。要するに、外国の海図を資料

として使って再編集をし、自分の国の言葉でそれを表現して海図を出すこともできたので

す。採用資料の所在を明記すれば著作権などの問題は海図の世界ではほとんどなかったの

です。 

しかし、いわゆる開発途上国などが測量の経費を投入して自前で海図を作ったとして

も、それを英国などがそのまま利用して編集、刊行してしまうと、自分たちの海図は全く

売れなくなってしまう。それは具合悪いだろうということで、1997年国際水路機関IHO

（International Hydrographic Organization）の第15回水路会議で著作権についての技術決議改

正が採択されました。これにより、他国沿岸の海図作成・刊行に際しては、双方の2カ国

で複製やデータ交換に関する双務協定を締結するなど、何らかの合意が必要になりまし

た。 

日本の近海についても、英国は非常に古くから東京・横浜・神戸などの大きな港湾や、

その周辺沿岸を航行するための海図を百数十版近く刊行していました。それが、今回の

ルール改正に伴って英国と日本との間で双務協定を結びまして、合意の下で新しく英語版

の海図を出すようになった。英語版の海図はもちろん日本で編集しますが、それを英国の

水路部で印刷をして、印刷された海図は英国の全世界に展開する海図販売代理店を通じて

配布している。かつて、国内だけでやりとりしていた時代から、こうした全世界を相手に

したエージェントが動くようになり、それによって需要が増えていっております。 

ここでお話ししておきたいのは、国土地理院系統の地図を作っている方は、自国の領土

外で作られた地図は外邦図という、そういう意識が強かったと思いますが、海図の世界で

は外国海域の海図は自由に作っていましたから、特に外邦図と言われても私たちはあまり

その意識が無かったということです。 

海図の最新維持に多くの労力が必要なため、日本が出す海図は現在では約700種類にまで

減少していますが、ごく最近までペルシャ湾のほうまで日本が海図を作っていましたし、

アフリカ西岸、それからアメリカの西岸までの海図を、相手国の海図を求めて、それを

リィコンパイル（re compile）して出していた。つまり、自国領以外の外国水域の海図を単

純に外邦図に当てはめることはできないのです。従いまして、本報告では狭義の外邦図に

該当する旧日本海軍が昭和の初期から終戦までにアジア太平洋海域の作戦用として測量・

編集・製図・印刷して作製した「機密海図」についてお話ししたいと思います。 

２．旧海軍水路部の組織変遷と業務 

明治4（1871）年9月に兵部省海軍部の中に水路局という組織ができました。当時まだ明

治維新で国づくりが始まったばかりで、海軍と言ってもまだ兵部省の中の海軍部です。そ

の海軍部の4つの局の一つとして創業されました。 

幕末から明治維新にかけて、諸外国のいわゆる海軍の艦船が日本の周辺に多く来ており

まして、幕府なり新政府に対して港や沿岸の測量を許可するよう盛んに求めてきました。

日本はいくつかの港を開港しておりますから蒸気船の入港や出港、沿岸の航海のためには

海図が必要です。海図がないことには貿易もできませんので、外国にも許可をせざるを得

ない。しかしいつまでも外国の測量を許すのは、独立国として非常にふがいないというこ

とで、早速明治4年に自国での海図作成を目指し、水路局がスタートしたわけです。水路

局はその後水路部となり昭和20（1945）年11月の海軍解体までずっと海軍省に所属してお

りましたが、解体後は運輸省水路部に、それから海上保安庁の一組織として水路部となっ

ておりまして、平成14（2002）年4月に海上保安庁海洋情報部という名称に変わりまし
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 た。明治4年創設以来、組織は継続一貫して航海保安のための海洋調査と、水路図誌作製

等の業務に関して専念してきたのです。 

国土地理院は終戦時にいろいろと組織が変わり、様々な興味深い話があります。一方

で、水路部が作製する海図は、軍事用の地図だけではなく、航海保安を一番大きな目的と

した民間の一般商船用の地図も作っていました。このため、GHQもそのまますぐ業務を存

続させるように命令しています。 

３．機密海図とは 

機密海図というのはどんなものでしょうかということで、図をお見せします。図１は水

路部軍極祕ですね。「軍極祕海図第1966號 ギルバート諸島マキン島」の一部です。こう

いうふうに機密海図には紙の周囲に赤い帯が印刷してあります。そして図の左上のように

水路部軍極祕という名称と番号が入っております。 

図２は図１のマキン島の表題部分です。縮尺は5万分の1、昭和18（1943）年の1月から2

月に海軍が現地で測量したと、測量の記事が書かれております。 

 続いて機密海図の位置づけと制定規則ですが、まずは明治23（1890）年3月に「海軍兵

備品会計規則」が制定され、その中で初めて「普通図」と「祕密図」の2種類に分けられ

ます。ここで祕密図に水路軍機番号を制定したのですが、それ以前は秘密も何もありませ

んでした。いろいろ海軍の作戦用に特化したものを作るという必要があったのだと思いま

す。 

それから、昭和10（1935）年の2月に、やはり「水路図誌及航空図誌経理規定」が制定さ

れ、そこでは「祕密水路図誌」と「普通水路図誌」の2種の分類がされました。「祕密水

路図誌」というのは、いわゆる海軍の作戦用に特化して、作製をした海図と水路誌です

ね。それから、「普通水路図誌」というのは、一般の商船ですとか、漁船が使う水路図誌

になります。 

その「祕密水路図誌」は１．機密海図、２．機密水路書誌、３．機密に属す仮製の水路

関係図誌、４．水路に関する機密告示の４つに分類されています。４番目の機密告示と

は、現在行われている海上保安庁の水路通報にあたります。海図は絶えず生きているので

アップ・ツー・デートをしなきゃいけないということで、月に大体2回情報が出されてお

りまして、これを基に航海士が必ず訂正をすることになっておりました。それから、機密

海図の重要度に応じまして、一番上位を「軍機」。続いて「軍極祕」、それから「祕」と

いう3種類の海図に区分されました。 

図１（左）水路部軍機極祕第1966号ギルバート諸島「マキン島」の一部 

図２（右）図１の表題部分（縮尺1:50,000 昭和18年8月刊行） 
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４．機密海図の作製背景・作製範囲・刊行数、海外組織 

（１）作製背景 

第一次大戦後からも少しいろいろ動き出すのですが、具体的には昭和6（1931）年9月の

満州事変に突入しましてから、続く昭和12（1937）年の支那事変、それから昭和16

（1941）年12月の太平洋戦争に追い込まれて、海軍艦船が非常に広範囲なエリアで作戦を

展開することになりました。水路部はその作戦地の要望に対応するために、測量と、それ

から観測体制が強化されまして、これによって急速にその成果図がたくさん出来上がって

きたということであります。昭和19（1944）年5月に刊行された『祕密水路図誌目録』に

は、最盛期のそうした祕密水路図誌の全貌が書かれておりまして、これを見ると海図の作

製が非常に広い範囲にまで及んでいたことが分かります。 

図３が祕密水路図誌の表紙になります。軍機関係は全て赤色なので、赤い表紙です。軍

機海図や軍機水路図誌というのは、各艦船にそれぞれ定数があり、例えば戦艦大和であれ

ば、この一式の海図が配布されます。それから海図番号が書いてありまして、何番ノ何と

いう子番号があります。その子番号は各配布先の艦、艦名を示しており、厳重にそういう

帳簿が管理されていました。 

図４は『祕密水路図誌目録』目録中の索引ページですね。地域名、番号、図名、縮尺、

測量年、刊行年が記載されています。索引が書いてありまして、このページはボルネオ島

とセレベス島ですね。これを見ますと、セレベス島の海図は2,000分の1、5,000分の1、1万

分の1、3万分の1があるなど、比較的縮尺の大きい海図を多く出しております。また、測

量年を見ていくと、作戦海域が拡大している昭和17（1942）年や18（1943）年などです。

こうした地域についてはこれまで詳細な海図が全く作られておらず、日本の海軍の測量艦

が現地に行って実測し、初めて詳しい地図を作ったということになります。 

資料１は機密海図の作製地域と刊行数の一覧です。ベーリング海からカムチャッカ、北

のほうから始まりまして、台湾、中国沿岸ですね。朝鮮半島沿岸、南洋群島、フィリピ

ン、南シナ海、インドシナ、それから、昭南島というのはシンガポールですね。シンガ

ポール、あるいはビルマ海、それから今度は東南アジアから太平洋ですね。いろんな島々

があります。遠くはオーストラリア、ハワイ諸島、アリューシャン列島等のものも出して

おりますが、これらを合せて350図ぐらいあります。 

それで、特にたくさん図が出ているのがやはり南洋群島、いわゆるマリアナ諸島、東カ

ロリンですとか、マーシャル、ギルバート諸島になります。日本海軍の連合艦隊が敵と交

戦する戦場の辺りに、たくさんの海図が作られております。 

機密海図の特徴ですが、見た目は先ほどお話ししたとおり周囲に赤い帯が印刷されてお

り、番号の下にナンバリングで小さい子番号が付してあります。それはどの艦艇に配布さ

れたかというのが全て厳重に管理されており、例えば航海士が異動するときの引継ぎに

は、ちゃんと立ち会いの下チェックして、1枚でも足りないと大変面倒なことになったそ

うです。 

ほとんどの機密海図は現地での測量。従って略測の海図もあり、それらは原図を基に作

製された大縮尺のものが多いです。いわゆる船が港に入る、あるいは水路を通過する、あ

るいは錨地に錨を下ろす。そういったところがかなり多く、中には10万とか、20万クラス

のかなり広域を表わした小縮尺のものが作られております。現地に行って実際に測量して

いるという、ここが非常に大事なことだと思います。 

それから、昭南島、ハワイ、豪州、アリューシャン方面は、英国や米国が刊行した海図

を入手し、それを覆版しておりました。これは現地に行って測量するということが現実的

に困難であったため、向こうの海図を取り寄せて、それをもとに日本語の表題、記事、地

名を加えて複製をしていたということです。 
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図３（左） 『祕密水路図誌目録』昭和19年5月水路部刊行の赤表紙 

図４（右） 図３の目録索引ページの記載内容 

資料１ 日本近海を除くアジア太平洋海域の機密海図の刊行数 

〔『祕密水路図誌目録』昭和19年5月 水路部刊行による〕  

●ベーリング海（軍：２図）、カムチャッカ（軍：４図）、 

間宮海峡付近及シベリア沿岸（軍：１０図、祕：２図） 

 
●台湾及澎湖島（軍：１２図、祕：３図）、黄海北部（軍：２図）、朝鮮南岸（軍：７

図）、朝鮮北部（軍：１図、祕：３図）、渤海（軍３図、祕：５図）、 

北支沿岸（軍：１図、極：３図）、揚子江（極：２２図、祕：５図）、 

中支沿岸（極：４図）、南支沿岸（軍：３図、極：２２図、祕：４図） 

海南島（極：１７図、祕：１図） 

 
●南洋群島 

マリアナ諸島（軍：７図）、西カロリン諸島（軍：２２図、祕：３図）、 

東カロリン諸島（１９図、祕：１図）、マーシャル諸島（軍：３４図、祕：７図） 

ギルバート諸島（極：４図） 

 
●ヒリッピン諸島（極：１２図、祕：１図）、南支那海（軍：５図、祕：１図）、 

印度支那（極：１図）、昭南島付近（極：４図、祕：８図）、 

ビルマ海（極：５図、祕：４図） 

 
●ニコバー群島（極：１図、祕：２図）マルダイブ群島（祕：２図）、 

スマトラ（極４図）、ジャバ（極：２図、祕：１図）、ボルネオ（極：８図）、 

セレベス（極：４図）、ニュー・ギニア附近（極：２図、祕：２図） 

ビスマルク諸島（極：７図）、ソロモン諸島（極：６図）南太平洋諸島（祕：３図） 

 

●豪州（祕：７図）、ハワイ諸島（祕：５図）、 

アリューシャン列島（極：２図、祕：１８図） 

 

水路部軍機：132図、水路部軍極祕：130図、水路部祕：88図 

合計350図（機密雑図は除く） 
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大まかな測量時期についてですが、目録から調べたところ朝鮮半島、台湾、中国沿岸は

明治以降、大正、昭和初期、昭和12年ぐらいまでが主です。それから、南洋群島につきま

しては、これは第一次世界大戦まで統治をしていたドイツに代わって日本が占領しその後

委任統治を行って海図を作っていますので、大正4（1915）年から14（1925）年、昭和2

（1927）年から7（1932）年までの測量が主であります。それから、ギルバート、スマト

ラ、ジャバ、ボルネオ、セレベス、ニューギニア、ビスマルク、ソロモンなどは大規模な

作戦や海戦が多く行われた海域なのでこれは新しく、昭和16（1941）年から19（1944）年

の間に測量を実施して海図が作られております。 

（２）戦時下の測量体制 

①測量艦による各方面への測量 

水路業務実施のための組織は創業以来、築地に水路部が1箇所あり、他に出先はありませ

んでした。ですから、当初は測量艦を随時各地に派遣して海岸測量や港湾測量、海洋測量

を実施していました。それに加え、戦時下には海水の成分や海流、潮の流れ、台風などの

海上気象の予報といった、近代的な戦争を遂行するための海象観測や気象観測の任務が激

増する。こうした新しい業務の増加と戦場の拡大により、測量・観測業務は非常に多忙を

極めていったのです。 

 

②松花江・黒龍江の受託測量 

これは特異な例ですが、昭和7（1932）年にできた満州国には海図の作製を担う機関がな

かったので、日本海軍が受託測量を行っていました。ソ連・中国との国境の河川である松

花江・黒龍江・ウスリー川や、下流のハバロフスクの辺りまで、アムール川と総称される

河川の測量を行い、多くの図を作りました（資料２）。このような受託測量が行われてい

たことは公表されており、原図も残っているのですが、一般にはほとんど注目されてきま

せんでした。一つの負の遺産ということになるのでしょうが、こういった地域の河川の図

なども作成されていたということを紹介しておきます。 

 

➂上海海軍航路部の設置 

測量業務が多忙化するなかで、東京から指示をして測量艦を送るのでは効率が悪いとい

うことになってくる。そこで昭和14（1939）年5月1日に上海航路部を設置します。これは

翌年の12月には上海海軍航路部となります。いわゆる水路部の出先ができたのです。当時

は戦争状態ですので、中国の政府自体も海図を作る能力も衰退し、港の状態や沿岸の状態

の変化を把握できなくなっています。上海海軍航路部は当時の中国政府水路機関の指導、

育成も任務の一つとし、その方面の軍事上必要な水路業務、気象観測、海図作製を行いま

した。特に揚子江は武漢に至るまで、詳細な海図が作られています。 

資料２ 松花江・黒龍江での測量  

〔海上保安庁水路部編『日本水路史』日本水路協会、1971による〕  

昭和８年：満州松花江の測量 

昭和９年：松花江・黒龍江の測量、東松花江図 

昭和１０年：黒龍江方面測量、黒龍江々図２５図 

昭和１１年：ウスリー河の測量、黒龍江中流図、ウスリー河口図、興凱湖 

昭和１２年：東松花江の新測１５及び改測３か所、 

昭和１３年：黒龍江改測、東松花江補則等１１９図 
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 ④南方海軍航路部の設置 

昭和18（1943）年3月、日本の勢力圏となった南西太平洋圏一帯の水路中枢機関として、

ジャワ島のスラバヤのほうに南方海軍航路部が設けられました。昭和19年末には少将の部

長以下、海軍武官・文官などを含めて職員が412名、その他現地職員が247名と非常に規模

が大きい組織でした。測量艦船5隻、測量艇が13隻、航空写真撮影用の航空機を2機保有し

ており、現地に設けた印刷工場で測量成果を即座に海図に調製して現地の部隊・艦船に配

布していました。 

こうした作業は当初は順調に進んでいたのですが、測量艦ですから敵艦・航空機から狙

われる。昭和19年ぐらいになると戦争が激化し、攻撃や機雷によって測量艦船や測量人員

に非常に大きな犠牲が出てしまいます。そういう状態で作業も困難となり、昭和20年1月

にはここも閉鎖をされる。現地から日本に帰る途中にも潜水艦の攻撃などによって多くの

方が亡くなっています。この南方海軍航路部が作った図は相当数あるのですが、それにつ

いてはまた後でお話ししたいと思います。 

５．機密海図の内容 

（１）測量方法 

水深測量は、浅い海域ではマニラ麻のロープの先端におもりを付けて、海底を一点一点

測量します。昭和16（1941）年以降になると国産の音響測深儀もできましたが、主として

手作業で一点一点測る。その水深は、潮汐観測の結果から略最低低潮面という基準面を決

定して、それから測得水深を全て実水深に補正して海図に記載をいたします。こういうこ

とをきちんとやっていますので、この実測データというのは非常に価値があるものになり

ます。 

港湾の錨地や泊地の一部では、掃海測量を行います。これは一点一点を測る暇もない時

の応急測量になりますが、2隻の船で水深10mなら海中10mに索を沈めたものを引っ張る。

途中で岩や沈没船などがあればそこに索が引っかかってブイがひっくり返るので、その浅

い個所を重点的に測ります。船の大きさによって7m、10m、15mなどの深さで、ある範囲

の安全な水路の深度掃海をして保証するわけです。 

深いところでは電動測深儀を使用したほか、次第に音響測深儀も実用化されてきます。

測位（ポジショニング）には陸測を行います。現地に行きますとすぐに海岸線に基線を引

いて三角測量をやります。そうして島のあちこちの沿岸にくまなく決めた定点に旗を立て

るなどし、海の上からその既知の目標3点について、真ん中から左右の点への水平角度を

六分儀で測り、三桿分度儀（さんかんぶんどぎ）という器械を使い、自分の船の位置を一

つ一つ入れていきます。水深を測ると同時にそういう作業を繰り返すのですが、これは測

量で言うところの後方交会法というやり方になります。沖合の船の位置は天測で行いま

す。こういった方法で成果ができております。 

（２）編集製図の内容 

海の部分の内容ですが、一般の商船用のものよりも水深が非常に高密度に測られていま

した。海軍の作戦をする船は、ある決められた航路だけを走ればいいというわけではなく

て、例えば攻撃されたときに浅いところにできるだけ近寄って行動するなど、危険を顧み

ず動き回る必要があります。このため、できるだけ広い範囲を細部にわたって高密度に測

量をしております。それから、浅瀬とか岩礁の表現も詳細です。海面や海底にはいろんな

ブイや水上飛行機の繋留施設、通信用の海底ケーブルなどが記載されています。 

陸部のほうは、海軍の諸施設と注記が細かく記載されています。山の表現は海上から位

置を出しやすいように、立体的なホームラインという表現になっています。地名も非常に

詳細に入っております。特にマングローブ、サンゴ、岩、砂など、海岸線の性状がどのよ
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うな性質でできているのかについても詳しく表現されております。 

図４は日本海軍の連合艦隊の司令部が置かれたトラック島の夏島というところです。山

の表現はこういうふうに立体的に書かれておりますし、海岸線も狭い範囲の砂、石、サン

ゴ礁などと詳しく書いてあります。それから緑色で書かれている場所は、掃海測量です。

もちろん粗くはなりますが、水深10mはクリアできるといったことが記されています。 

図５は同じ軍機海図のウォッチェ島です。サンゴ礁の表現が非常に細かいですし、それ

から小さい島の一つ一つに地名が入っております。大変詳しく測量がされているというこ

とです。 

６．機密海図の整理状況 

（１）機密海図の整理・保管 

機密海図の整理・保管は、海上保安庁海洋情報部のほうに専用の所蔵庫があります。そ

こに専用棚が置かれていまして、一枚一枚大きな紙の袋の中に入れて納められておりま

す。それから、測量原図も同様に一枚一枚袋に入って納められています。 

これらの測量原図、海図類は戦時中のアメリカ軍も持っていない詳細なデータになりま

す。このため、先ほど小林先生のお話もありましたように、戦後すぐにそれら全て接収

し、向こうに持っていったのです。私が昭和38（1963）年に水路部に入って間もなく、ア

メリカ海軍からそれが全部、木箱に入って戻ってきました。コピーをとったのか、コピー

を送ってきたのか、ちょっと分かりませんが、そういう現場に立ち会う経験もしたことが

あります。 

（２）目録の整備 

海上保安庁海洋情報部に「海の相談室」という窓口があり、ここで海図類の閲覧・調査

が可能です。それから、海上保安庁海洋情報部のホームページに「海洋情報資料館・海図

アーカイブ」という「見出し」がありまして、ここに軍機海図、軍極祕海図、祕海図のリ

ストがあります。海洋情報部1階にある「海洋情報資料館」に行けば、それらのデジタル

画像がパソコンで閲覧ができます。現在、ここには398図入っています。『祕密水路図誌

目録』には、500版をちょっと超える数の海図が記載されていますので、ここには全部は

デジタル化されていませんので、その理由について私もまだ詳しく聞いておりません。デ

ジタル化されてなくても、紙媒体で保管されているのかどうか、もう少し調べる必要があ

るかと思います。 

図４（左）夏島付近の表現〔水路部軍機第428号「トラック港附近」昭和18年7月刊行より〕 

図５（右）ウォッチェ島付近 

〔水路部軍機第421号「ウォッチェ環島及エルクップ環島」昭和17年1月刊行より〕 
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 （３）閲覧について 

閲覧については、「海の相談室」を訪問して目録を見せてもらい、目録から目的の場所

を指定すれば実物の機密海図を閲覧することができます。 

７．機密海図利用の可能性 

先ほどから何回もお話ししているように、この海図が作られたのが大体80年から100年ほ

ど前になります。大正の初期だともう100年ぐらいになります。例えば大正の初期に作成

された南洋群島の海図などは、実測に基づき、かつ潮汐の観測も行ったものですので、そ

の水深データの価値は非常に高いと思います。それから、海岸線の情報も貴重な情報であ

ると考えます。 

（１）自然的記載情報を活用した調査・研究 

海岸線の形状・性状、それから海岸付近の樹木も目標物になりますから、樹木やマング

ローブの分布ですね。それから、サンゴ礁も特に目立つものは高さや形も入っています。

それから、海に流れ込む河川とデルタの地形ですとか、もちろん水深、底質も細かく入っ

ています。それらを現在の地図や海図と比較を行いますと、海岸線の経年変化、あるいは

浅い海底地形の経年変化などが見られます。サンゴ礁の分布等からは自然環境の変化を読

み解く上で貴重なデータになるのではないかと思います。 

（２）人間の営みを表現した情報を活用した調査・研究 

その当時の人間の営みを表現した情報も正確に書かれていますので、そういったものを

活用した調査研究も考えられます。比較的、大縮尺の海図が多く、海岸線付近の集落です

とか、家屋の分布、それから地名、耕作地、土地利用、植生、浅い水域の漁業施設等も、

ものによっては見られるだろうと思います。そういう海面利用の形跡なども、現在の地図

や海図と比較することで、海面や土地利用の変化を読み解く情報として有益なのではなか

ろうかと考えます。 

（３）将来の海の利用計画 

80年から100年前の各地域の正確な地理的景観を分析

して、将来のその地域の新たな海の利用計画にも生かし

てもらえるのではないかと考えます。 

あと、幾つか海図の図例をお見せします。図６は「ト

ラック港附近」海図の表題部分です。實形（縮尺）が1

万5千分の1です。それから、これはいわゆる南洋群島

ですから、大正3（1914）年から随時、測量をやってお

りまして、昭和17（1942）年までの測量というふうに

なっております。それから、水深の単位はメートル、い

わゆる水深はどこから測っているかという基準面の記事

もしっかり書かれています。高さは平均水面からの高さ

です。 

それから、海図を作るうえでまず、ある港なり、島な

り、その場所の基準となる原点を1つ設けなきゃいけま

せん。その点で緯度、経度を天文観測して、位置を決め

てそこに、標石を埋めます。この表題には、経度の観

測はいわゆる東京に基づく経度と書いてあります。こ

れはいわゆるグリニッジ起算の経度ということです。 

図６ 水路部軍機第428号 

「トラック港附近 」の表題部分 

（昭和18年7月刊行） 
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図７は軍機海図「トラック港附近」の松島という島の中心街の景観です。これを見てみ

ると南洋庁という役所と、その関係のいろいろな機関、建物や施設がたくさんあったこと

が分かります。海軍関係の施設は通信隊程度で、意外と少ない。連合艦隊の司令部という

のは船の上で、戦艦大和の上に司令部が置かれていましたから、そこで全部指揮を執って

いた。従って、この海図を見た限り陸上には通信施設の他には海軍の施設があまりないと

いうことが分かります。 

図８は夏島の少し西側で、水深30mから40mぐらいの深さのところに、大型の繋留ブイ

が入っております。これは恐らく、大和とか武蔵がここに繋留し、指揮を執っていたのだ

と思います。一旦空襲があれば、すぐどこかに避難しなきゃいけませんので、海の上でそ

のように繋留をしているわけです。 

図９は機密海図を作るための測量原図です。原図表題の一番右の端には、測量した第三

十六共同丸という船の艦長の名前と、測量した人たちの名前も入っております。測量原図

もやはり軍機用の特別仕様のものを作っております。これは当時の日本の国境の一番北に

あたる千島列島最北の幌筵（ほろむしろ）です。ここでは気象観測なども行っていまし

た。縮尺は1:24,293で、昭和18年3月に測量したものです。詳細な潮のデータもたくさん

入っています。 

図１０が柏原湾という、この図の主要部を詳しく測量されたところです。ちょっと見に

くいですが、建物も詳しく入っておりますし、軍の施設なんかも入っております。それか

ら、浅瀬の箇所の水深が詳しく測量されています。 

図１１は４章の「南方海軍航路部の設置」でお話ししました、ジャワ島のスラバヤに設

置された南方海軍航路部作製の機密海図です。この海図は私が今見たところ、『祕密水路

図誌目録』に入ってないのですが、これがどういう扱いになっていたか、今大変疑問に

思っております。これも番号が、「南航軍極祕第3229號ノ2」とあり、東京の水路部に配

布されたものだと思います。 

図１２・図１３はニューギニアの西部南岸の「カイマナ灣附近」の表題部分とカイマナ

湾の水深表現です。水深も非常に密に入っております。こういった緑色のところが掃海測

量を行ったということで、海域ごとに水深何mで掃海したのか、10mや7mなどの数字が書

いてあります。もしも喫水が5mの船であれば、ここは水深を考えないで自由にどんどん行

動できるということが分かります。海岸線や付近の植生なども詳しく記載されています。 

図７（左）松島の中心街の景観〔水路部軍機第428号「トラック港附近」より〕  

図８（右）夏島西方の繋留ブイ〔水路部軍機第428号「トラック港附近」より〕 
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図１０(左)柏原湾の水深表現（図９の一部分） 

図１１(右)南航軍極祕第3229号「カイマナ灣附近」(縮尺1:7,000  昭和19年3月刊行 左上部) 

図１２（左）図１１の表題部分 

図１３（右）図１１のカイマナ灣附近の水深表現 

図９ 水路部軍機測量原図「幌筵海峡」昭和18年3月測量 

    （左：表題部分 右：測量者名の一部） 
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８．おわりに 

今回いろいろと調査を行ったのですが、焦点を当てたのは一般的な航海用の機密海図だ

けで、水路雑図や、いわゆる対景図を集めた秘密の図集。水深図や、そうした主題図とい

うのもここに入っておらず、調査はまだ十分ではありません。 

機密海図の刊行数は、昭和19年の刊行の目録には、全体で500図を超える数の海図がリス

トアップされております。しかし、この中には南方海軍航路部が作製した多数の仮製軍機

海図というのは含まれておりません。これは戦時下の混乱が原因だと考えています。現地

ではリストアップされていたのでしょうが、帰還途中の職員や技師たちの多くが潜水艦に

沈められるなど混乱した状態で、現地機関と中央の水路部の連絡がとれなくなった。この

ためつくられた海図が東京の水路図誌目録にまでオーソライズされないまま、現在に至っ

たのだと推測しております。 

海図はそういった非常に多くの尊い人命を犠牲にして戦場で測量して調製されたもので

す。そういったものが倉庫に眠ってしまうというのは非常にもったいないことです。部内

で整理されたリストもありますので、ぜひこれはきちんと、公開して頂いて後世に残して

おく必要があると考えております。 

それから、先ほどの満州の国境で作った黒龍江ですとか、松花江、それからウスリー川

のそういう図面なんかもまだこの目録の中には、正式なものではないのかもしれません

が、取り込まれていませんので、そういったものを含め全貌をきちんと把握して目録化さ

れるということが、今後必要じゃないかと思っております。そのためには、機密海図です

とか、機密水路誌に関心を持つ研究者の方が少しでも増えて、研究・調査への利用が進む

必要があります。それによって、そういう問題も少しずつ解明されてくると思います。 

ということで、以上で私の発表をこれでおしまいにしたいと思います。 

 

上田：どうもありがとうございます。非常に貴重なというか、私たちもいろいろ、そうい

う形で作られてきたものかというふうにちょっと思っております。 

 

※ 本報告で掲載した図１～図１３の機密海図等は、海上保安庁所蔵のものである。 

 


